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関西 PHP・SDGs 友の会  第 2 回総会・オープン記念

講演会・パネルディスカッション in KOBE 活動報告

2025 年 8 月 30 日（土）晴天の下、神戸

国際会館 会議室にて「関西 PHP・SDGs 友

の会（以下 KPS 友の会）」第 2 回総会を開

催しました。参加者は福島県、三重県、京都

府、奈良県、大阪府、兵庫県、岡山県、広島

県、福岡県の全国各地から 39 名様が集い、

総会、記念講演会、パネルディスカッション

のすべてが盛会のうちに終了しました。 

 

第 2 回総会の概要 

総会は、圧迫骨折で入院中の小澤名誉顧

問からのご挨拶を会長・金原由香が代読す

る形で開幕。松下幸之助翁の第 1 回大会の

エピソード紹介や、2026 年に迎える全国

PHP 友の会 50 周年に向けた「初心忘れず」

の想いが語られました。 

ご来賓として、関西エリア本部長・馬戸秀

雄様から KPS 友の会への「4 つのお願い」、

兵庫地区長・吉原豊子様からお祝いのメッ

セージが代読されました。副会長・大森佳洋

が総会議長と「信条と五つのちかい」の先唱

を務め、会長の金原由香が説明をおこない

ました。第 1 期の会員は 3 名でしたが、第

2 期はサポーター会員を含め 21 名へ増加。 

議事項目 

1. 第 1 期実績報告とスローガン「はじ

めよう、やさしさの第一歩」 

2. 収支報告 

3. 監査報告 

4. 第2期スケジュール案とスローガン

「チャンス、チャレンジ、チャンス」 

5. 第 2 期予算 

6. 役員一覧 

7. 姉妹会の新設に向けて 

第 2 期役員は、会長兼幹事 1 名、副会長

兼会計担当 1 名、会計担当 1 名、イベント

企画担当 4 名、デジタル推進担当 1 名、顧

問 1 名、監査 1 名の計 10 名で、新たに「デ

ジタル推進担当」を設置しました。 

姉妹会の新設 

• 秋の企画会議で「関西 PHP 温泉友

の会」の立ち上げを確認予定 

• 11 月に「有馬温泉 日帰り交流会」

を計画 

• 新年に向け、未来の子どもたちに

PHP の理念を伝える「関西 PHP キ

ッズ友の会」の創設調査研究を予定 
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また、会則改定案として、年度会費以外の

例会・行事参加費を 75 歳以上の会員・サポ

ーター会員対象に免除する方針案も示され、

全議事は承認されました。 

 

記念講演会報告 

総会後、1 周年記念オープン記念講演会

を開催しました。講師には PHP 研究所 首

席研究員の川上恒雄様をお迎えし、「松下幸

之助の思想と SDGs（持続可能な開発目標）」

をテーマにご講演いただきました。 

講演では、SDGs や PHP 理念に基づく思

想を現代にどう生かすかを解説いただき、

参加者は、2026 年に 50 周年を迎える全国

PHP 友の会の活動の在り方や地域貢献、

KPS 友の会の今後の活動に向けた具体的な 

示唆を得ることができました。 

講演内容（レジメより） 

1. イントロダクション  －  PHP と

SDGs 

2. 松下幸之助が注力した課題と現代

的意義 

2a）公害 ― 産業と「自然の理」 

2b）人口過密と住宅問題 ― 今なら

どう対応するか 

2c）エネルギー資源 ― 悲観論を排す 

3. 現代日本人の見方とは 

4. 今後の PHP 活動の在り方 

 

パネルディスカッション報告 

講演後にはパネルディスカッションを実

施しました。パネリストは川上恒雄様、全国

PHP 友の会 示野哲男会長、PHP 広島松下

幸之助経営研 橋本計三理事、司会は KPS 友

の会会長 金原由香が務めました。 

参加者は地域活動やインターンシップの

大学生の参加、SDGs への取り組み、日常の

ボランティア活動の事例を共有し、50 周年

に向けて活発な意見交換が行われました。 

 設問テーマ 

・松下幸之助翁の「共存共栄」の理念を 

SDGs にどう生かせるか？ 

・著書『道をひらく』の精神で、2026 年 50

周年に向けて挑戦したいことは？ 

・PHP の理念と SDGs の融合から、どのよ

うな新しい価値が生まれるか？ 

・50 周年に向けたメッセージリレー 
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参加者からは「全国の友の会の動きや地

域活動の事例が参考になった」「異なる地域

の方々と交流でき、刺激になった」といった

声も多く寄せられました。 

 

閉会のご挨拶 

KPS 友の会会長 金原由香より「本日はお

暑い中、遠方からもご参加いただき、誠にあ

りがとうございました。松下幸之助翁の思

想と SDGs の融合が、私たちの未来を照ら

すことを願っています。2026 年 10 月 31 日、

名古屋で開催される 50 周年記念大会に向

けて、ともに歩んで参りましょう。今後とも

よろしくお願いいたします。」 

 

交流会 

終了後は希望者 27 名様で、神戸国際会館

9 階の中華レストランにて交流会を開催。

祝杯のご挨拶を全国 PHP 友の会 副会長

の相馬武さんが務め、神戸港町の夏の花火

が夜空を彩る中、参加者同士で親睦を深め

ました。中締めは、昨年 7 月の創設の集い

の時から応援いただいている、ネットワー

ク大地の前田行雄代表にお願いしました。 

最後に、ミニチャリティ・マルシェへの

ご理解とご協力、心より感謝申し上げま

す！来年 8 月の第３回総会で、みなさまの

元気なお顔にまたお会いできることを楽し

みにしております！Thank you so much! 

 

（文責：KPS 友の会会長 金原由香） 


